
10月１日　　  南会津防災訓練
10月８，９日　南会津新そばまつり　御蔵入交流館駐車場
10月12日　　 駒止湿原周囲ブナ植樹　
                           南会津高等学校　田島ロータリークラブ
10月18日　　南会津郡合奏
10月21日　　田島中学校すずかけ祭
10月28日　　田島小学校学習発表会

予定
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　9月2日、南郷グラウンドで、4年ぶりの南郷豊年祭が開催されました。今回で、29回目となる豊年祭。4年ぶりの開催ということもあ
り、多くの方が参加しました。南郷豊年祭の最大の特徴は地元の青年会が運営委員会の中心となり、地域の皆さんや地元企業が手
軽に出店していることです。地域の特産品を使った料理やハンドメイド品など、地域で培ってきたものを生かし工夫を凝らしたお店
が沢山出店していました。
　夕方から始まった地域の住民が中心となったライヴ・コンサートは、演奏する側だけでなく、見ている側も最高の盛り上がりを見
せたステージとなりました。地元バンドの若者が沢山出演している事に驚きました。夜は、さいたま市・南郷地域親善花火大会や、
仮装盆踊り大会が行われ、昼間以上の人でにぎわいました。

地元の皆さんが出店

20234年ぶりの南郷豊年祭り

　９月１７日、昨年オープンした「きとね」でアロマ祭りが行われました。アロマ販売とアロマの精油づくりを行う会社十八日と、木材や
手作り商品の製作などを行う関係者で作る実行委員会が協力し実施しました。
　まつりでは、アロマの商品販売、アロマを使ったマッサージ、自然の木の実などを使ったワークショップなどのお店が出店していまし
た。いくつかの技術を合わせたコラボ商品やデザイナーと南会津の木工技術とのコラボ商品なども並んでいました。デザイナーでマス
トロジェペットを経営する富永さんは「手の形をイメージし、木と香りを組み合わせてマッサージできるツールをデザインしました。作る
のは南会津の職人さんです。素晴らしい仕事をしています」と地元とのコラボ商品を発表していました。
　アロマを使ったマッサージも大人気で、午後まで予約がはいっていました。地ビールやしんごろうなど、地元の食事の提供もあり、大
勢の人でにぎわいました。アロマの原料となる「クロモジ」や「ニオイコブシ」を地元で採取している平野さん。「地元の木がアロマになる
ことは素晴らしい。元気に木の採取にも取り組める」と笑顔で反していました。またこのイベントには町外から訪れた人も多かったようで
すが、町外から参加したスタッフも多くいました。横浜から参加した女性は、十八日が開催したアロマ蒸留体験ツアーがきっかけで今
回はスタッフとして参加しました。
　今年から統合した新制南会津高校の生徒もハーブを育て、アロマづくりを体験しました。「あんなに沢山のハーブからほんの少ししか
アロマにならない、貴重だ」と驚いていました。

ステージもにぎわった

12月17日開催
カルメン　スタッフ・合
唱　随時募集中→
チケット販売
10月中旬以降予定

アロマ祭り　コラボ商品やマッサージも

１２月に行われる南会津町民手作り舞台公演「カルメン」の合唱稽
古や衣装、道具づくりが進んでいます。９月２４日、衣装担当者が、奥
会津博物館で衣装に使うスカートの藍染を行いました。
今回も型染めです。型のところに糊をつけ（糊を置くと言う）ます。糊
が乾いた24日、藍カメに入れて染めました。およそ３０秒入れ取り出
し、空気に触れると鮮やかな青に変化しました。水で洗うと、糊の部
分が染まらす白く浮き出ました

舞台衣装を
藍染め

　南会津町では毎年、田島小学校3年生が本格的な歌舞伎を体
験します。今年度は、田島第2小学校、桧沢小学校、荒海小学校の
児童らも歌舞伎の化粧や着付けの体験をしています。8月31日は
桧沢小学校5.6年生が地元演目「時津風日出の松鴫山城内の段」
の紙芝居を見たあと、化粧・着付けを体験しました。

田島祇園祭屋台歌舞伎体験

紙芝居 化粧体験　楽し~い

手の拳の形をイメージしたマッサージツール
町外からスタッフとして参加 高校生も参加


